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研究成果の概要（和文）：本研究では、聴覚生理反応や聴覚的な注意機能や耳のpreferenceと言語優位側との関
連性を検討し、聴覚検査による言語優位半球の決定の方法を模索した。まず、耳の嗜好性をpreference調査によ
って調査するとともに、左右耳別に、耳音響放射、両耳分離聴テスト、聴覚性検出課題、PASATを実施した。加
えて、NIRSを実施し、これら測定結果と比較検討を行った。聴覚の生理的反応は、右耳優位が報告されている
が、本研究では明確な傾向は見られなかった。また、聴覚の生理反応と聴覚的注意機能、NIRSとの関連性も明確
に確認できなかった。

研究成果の概要（英文）：In this study, I examined auditory physiological response, auditory 
attention functions, and the relationship between ear preference and the dominant language 
hemisphere. I sought a method for determining the language dominant hemisphere by auditory 
examination. First, I examined the ear preference of subjects via a survey questionnaire. Next, 
audiometric tests (OAE, DLT, Auditory Detection Task, Auditory Serial Addition Test) were performed 
on the subjects for each ears. Finally, NIRS was conducted on the subjects. Utilizing this data, I 
compared the measurement results of auditory physiological response and auditory attention function.
 In the past, it has been reported that the right ear is dominant in physiological responses to 
auditory stimuli. However, in this study there was no obvious tendency that the right ear dominated.
 Moreover, using the NIRS, the relation between physiological responses to auditory input and 
auditory attention function, could not be clearly confirmed.

研究分野：聴覚

キーワード： 聴覚生理反応　両耳分離聴　聴覚性注意
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１．研究開始当初の背景 
 
言語優位側の同定の方法として、Wada 

testをはじめ、機能磁気共鳴画像（fMRI）や
脳磁図記録（MEG）、近赤外分光法（NIRS）
などを用いた様々な方法での検討が行われ
ている。Wada testは信頼性の高いものでは
あるが、侵襲性の問題がある。その一方で
fMRIやMEG、NIRSなどは、非侵襲的方法
であるものの、測定機器が必要であり、簡便
に実施できる方法とは言い難い。 
研究者は、これまで聴覚の生理的反応に関
する検討を進めてきた。聴覚生理反応には、
左右差が存在することが知られており、耳音
響放射や聴性脳幹反応などには右耳の優位
性が報告されている（Kannan et al., 1974; 
Probst et al., 1986; Soares et al.,1998; 
Sininger & Cone-Wesson, 2006 他)。また、
日常生活における行動においても、右耳の使
用（preference）傾向が多いことが報告され
ている（Coren and Porac, 1978, 1980; Reiss 
and Reiss, 1997,1998, 1999 他）。さらに選
択的注意研究に頻繁に用いられてきた両耳
分離聴検査では、音源に言語性素材を用いた
場合の耳優位側と大脳優位半球との関連性
が多数検討されている。以上のように、聴覚
の生理的反応や行動レベルの優先的使用に
は左右差が存在しており、これらの反応と言
語優位半球との関係性が明らかになれば、従
来の方法よりも非信襲的で簡便かつ省スペ
ース、低コストで優位側の推定が可能になる
のではないかと考えられた。そこで、本研究
では、聴覚評価を用いた言語優位半球の同定
方法を確立することを目指すこととした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、以下の 2点であった。 
(1) 聴覚の側性化（聴覚生理反応や聴覚的
注意、耳の preference）を明らかにす
る。 

(2) 上記内容と言語優位半球との関連性を
検討する。 

 
３．研究の方法 
 研究の趣旨および研究の内容を、口頭と文
書で説明し、同意が得られた大学生を対象に
以下の測定を実施した。すべての測定に協力
が得られた対象者8名を中心に検討を行った。 
 
[耳の preference 調査] 
研究者はこれまでに、耳の優先的な使用を、
質問紙を用いて preference 側を調査した場
合と、実際の行動を測定した場合とを比較検
討し、その項目の信頼性および妥当性の検討
を行った。その検討結果より preference を
測定する 5 項目からなる耳の preference 調
査を作成した（ドア越しに会話を聞く耳、携
帯電話を使用する、箱の中の時計の音を聞く、
ストップウォッチの音を聞く、ワイヤレスイ
ヤホンを使う耳）。本研究では、その調査用

紙を用いて、対象者の耳の preference 側を
判定した。 
対象者に質問紙を配布し、各質問項目につ
いて、「右」「左」のどちら側の耳を用いるか
回答を求めた。この際、答えに確信が持てな
い場合には、実際に行動しても良いとした。
回収した preference 調査は、対象者毎に、
まず「右」と回答した質問項目を＋1点、「左」
と答えた項目を－1 点とし、各項目の粗点を
算出し、5 項目の素点を合計した（－5 点～
＋5 点）。カット・ポイントは 0 点とし、「右
耳利き群」と「左耳利き群」の両群に分類し
た。 
 
[聴覚の生理的反応] 
実験対象者の聴力を確認するため、防音室
にてリオン社製オージオメータ（AA-72）を
用いて純音聴力検査を行った。左右耳別に会
話周波数帯域である 500 ㎐・1000 ㎐・2000
㎐・4000㎐の 4 周波数の最小可聴閾値を測定
し、平均聴力レベルが 20dB 以下であること
（聴力正常）および左右耳の聴力差の有無を
確認した。 
 耳音響放射は、Otodynamics 社製の耳音響
放射検査装置（ILO−292）を使用し、誘発耳
音響放射（TEOAE）と歪成分耳音響放射
（DPOAE）を測定した。TEOAE および DPOAE と
もに、防音室内にてイヤープローブを外耳道
に挿入し測定した。TEOAE で用いた誘発音は、
平均刺激音圧を 79.2～85dB SPL のノンリニ
アクリック音とし、260 回の平均加算で記録
した。DPOAE は、入力する 2音（周波数を f1
および f2、f1<f2：音圧を L1 および L2、L1
＞L2）によって影響を受ける。本実験では、
2 音の周波数比（f2/f1）を、DPOAE レベル
（2f1−f2）が一番大きく得られるとされる
1.22とした。音圧の差は10dBSPL（L1=65dBSPL、
L2=55dBSPL）とし、f2 は、1001Hz、1257Hz、
1587Hz、2002Hz、2515 Hz、3174 Hz、4004 お 
Hz、5042 Hz、6348Hz、4004Hz とした。DPOAE
の測定は、騒音レベルが 0dBSPL を下回ると
ころで行った。 
 
[聴覚的注意機能] 
(1)両耳分離聴 
両耳分離聴は、/pa/ /ba/ /ta/ /da/ /ka/ 
/ga/の CV音節を使って行われることが多い。
本実験でも、音節の長さや音の音圧が同じに
なるよう調整した破裂音（/pa/ /ba/ /ta/ 
/da/ /ka/ /ga/の 6 音）を刺激音として用い
た。 
両耳分離聴の測定は、パソコン上で作動す
る「両耳分離聴実験」を開発し、使用した。
実験装置は、2 台のノートパソコンに A/D コ
ンバータ（Headroom Total Bithead）を接続
し、ヘッドフォンアンプ（STAX SRM-323A）
を介してヘッドフォン（STAX SR-404）から、
刺激音が提示されるようにした。刺激音の音
圧は、左右のイヤパッドの中央の位置で
60dBSPL になるようヘッドフォンアンプのボ



リュームレベルを調節した。 
パソコンで「両耳分離聴実験」を起動する
と、画面に表示されるウインドウには「聞く」
「パ」「バ」「タ」「ダ」「カ」「ガ」のボタン
が表示される。実験対象者が「聞く」のボタ
ンをクリックすることで、両耳分離聴実験が
スタートする。実験がスタートすると、左右
のどちらかの耳から「ピッ」という先行音が
鳴り、その音に引き続いて直ぐに、両耳に異
なる単音節が同時呈示される。実験対象者に
は、ヘッドフォンから先行音が鳴った後、す
ぐに両耳に異なる音が対呈示されることを
事前に説明した。そして、先行音が聞こえた
耳の刺激音（単音節）を聴取し、パソコンの
画面上の「パ」「バ」「タ」「ダ」「カ」「ガ」
のボタンのいずれかをクリックするように
指示をした。1ブロック 60 試行（15 ペア×2
試行、左右の呈示側を入れ替え、計 60試行）
とし、全部で 6ブロック（360 試行）を実施
した。ブロックごとに先行音を提示する耳を
入れ変え、対象者の音への注意側を切り替え
た。 
先行音が鳴った耳に呈示された刺激音を
正しく回答できた場合を正答とし、右耳と左
耳でそれぞれの正答数を算出した。それをも
とに、右耳優位率を計算式により求めた（（右
耳正答数－左耳正答数）／（右耳正答数＋左
耳正答数）×100）。計算値がプラスを示せば
右耳優位、マイナスを示せば左耳優位を示す
こととなる。右耳優位率を求め、他の測定結
果との関係を調べた。 
 
(2)聴覚性注意 
注意機能の検査として用いられている標
準注意検査法（CAT）のうち、聴覚的な注意
機能に関与する項目（Auditory Detection 
Task と Auditory Serial Addition Test）を
取り上げて実施した。Auditory Detection 
Task（聴覚性検出課題）は、聴覚的に呈示さ
れる 5つの語音のうち、ターゲットとなる語
音が聞こえた際にタッピングなどの合図を
するもので、聴覚性の選択的注意を検討する
課題である。Auditory Serial Addition Test
（PASAT）は連続的に聴覚的に呈示される 1
桁数字（呈示間隔：2 秒条件、1 秒条件）を
暗算で順次足していく課題であり、注意の分
配能力や変換能力、注意の制御能力が関与す
る課題である。 
Auditory Detection Task（聴覚性検出課
題）とAuditory Serial Addition Test（PASAT）
は、両耳分離聴実験で用いたノートパソコン
に音源をセットし、ヘッドフォン（STAX 
SR-404）から、刺激音（イヤパッドの中央で
60dBSPL）を提示し実施した。各測定の実施
手続きは標準注意検査法の実施方法に沿っ
て行い、測定は片耳ずつ行った。測定後、左
右耳ごとに Auditory Detection Task（聴覚
性検出課題）は正答率（正答数÷ターゲット
音の総数×100）を算出した。Auditory Serial 
Addition Test（PASAT）も同様に、実施条件

ごと（2 秒条件、1 秒条件）に、左右耳別に
正答率（正答数÷問題数×100）を算出した。 
 
[光トポグラフィを使用した脳機能計測] 
計測は光トポグラフィ装置（日立メデイコ 
ETG-7100）を用いて行った。定常課題として
図形模写を 30 秒間行わせた、その後、標的
課題として、パソコン画面に提示した平仮名
一文字から始まる単語を想起させ、紙に記述
させた(15 秒)。これらを 1 セッションとし、
5 セッション繰り返し実施した。各セッショ
ンで、提示した平仮名一文字は、それぞれ異
なるものとした。 
 
４．研究成果 
実験対象者の左右耳の聴力（500 ㎐・1000

㎐・2000 ㎐・4000 ㎐）を測定し、聴力に左
右差がないことを確認し、各測定を行った、 
耳の preference 調査を実施した結果、対
象者の耳の preference は、右耳利き群（＋3 
点～＋5 点）に分布し、日常生活では右耳を
優先的に使用する傾向であった。 
聴覚の生理的反応として誘発耳音響放射
（TEOAE）と歪成分耳音響放射（DPOAE）の測
定を行ったところ、両検査ともに response
は、右耳のほうが左耳に比べてわずかに大き
かったが差はなかった。 
聴覚の注意機能の測定において、両耳分離
聴では、右耳の平均正答数は 145.1、左耳の
平均正答数 125.9 であった。対象者は全員、
右耳優位性は示したもの、その優位性は強く
はなかった（右耳優位率 1.04～14.2）。また、
聴覚性の注意課題であるAuditory Detection 
Task（聴覚性検出課題）を実施したところ、
右耳の平均正答率は 95.6%、左耳の平均正答
率は 96.3%で、提示耳による成績差はなかっ
た。Auditory Serial Addition Test（PASAT）
においても、左右耳で成績差はなかった。（2
秒条件：右耳平均正答率 81.3%、左耳平均正
答率は 77.7%、1 秒条件：右耳平均正答率 
51.9%、左耳平均正答率は 54.4%）。 
本研究において、耳の preference や聴覚
の生理的反応、注意機能に関して脳機能との
関連性を見いだせなかった。主観的に「右耳
の方がはっきり聞こえる」という左右の聞こ
えの差を感じた対象者はいたものの、客観的
な結果としては認められなかった。聴覚は
様々な認知機能と関連していることが考え
られ、左右差が微細であること、両耳分離聴
や聴覚的な注意を要する聞こえ課題などで
も生じにくさがあるのかもしれない。当初に
期待していたような明確な結果が確認でき
なかったことは残念であるが、聴覚の優位性
を判定する方法を確立することができ、今後
の検証にむけての具体的な方向性を得るこ
とができた。 
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